


















国立民族学博物館研究報告  6巻1号

 タテ縄の間隔は2.5か ら3cm｡し か もゴコワラの幅がかな りひろいので,甲 の表

側は草:sr一 の ように もみえ るが,甲 の内側をのぞいてみると,ヨ コワラが1.2cmほ

ど の幅で杉稜形 に左 右に組みわ け られているのがみ られ,例8の ような編み方 らしい

ことが わか る｡そ の組 み方 は例8よ り複雑で一層装飾的である｡        一

 収 蔵原簿 には採集 地などの記載 がか けているが,お そ ら く新潟県糸魚川市梶 屋敷の

あた りでつ くられていた ものでは なか ったか と思われ る｡

 例10 [品名]背 中当 [標 本番 号]H22493 [収蔵 原簿番号]13312 (3収 一1F-

12-5) 重 要 有形民俗文 化財

 1955年2月3日 国指定の重要有形民俗文化財｢背 負運搬具 コレク ション62点｣の う

ちの一点 で,収 蔵原簿 には採集地等 の記載がみあた らないが,そ の製作手法 などか ら

みて,背 中あての一形式を とどめた貴重な標本資料 ということがで きる｡

 甲の横幅は21.5cm,長 さ はその4.79倍,手 の長 さは1.67倍,厚 さ1cm,重 さ0.6

kg,編 み 方は立涌編で ある｡背 中あてのなかで もと りわけ細身で,着 てみると,甲 の

下の部分(腰 か ら下 の部分)が 長 く,裾 が膝の うしろにきて しまう｡負 い縄はほとん
      

どない に等 しいが,手 の長 さは35cmな の で,そ のさきは腰のあた りにまでとどき,

別 に裾か ら52cmの と ころに太 さ7mm,長 さ65 cmの 二 つ丸組の麻の紐が結 びつ

けてあ るか ら,こ の紐 を帯の ようにまわ し,そ れに結 び縄 を結んだのだ と思われる｡

 タテ縄 は縁 も含めて10本 で,こ の うちまんなかの2本(太 さ1.5mm)は 首 の うし

ろのと ころまで｡そ の左右両側の2本(太 さ2.5mm)を は じめ,残 り の6本 は,

3.5cmの 間 隔で手 のさきにまで とどいている｡ま た外側の縁の タテ縄は,は じめは

その 内側 のタテ縄 との間隔は7mmほ どに すぎないが,上 にゆ くにしたが って 次第

に間 をあけてゆき,腰 のあた りで3cmに な り,そ の後は,そ の外側 のタテ縄 に平行

して手 のさきにまで登 りつめてゆ く｡

 ヨ コワラは幅約4mmで,最 初 の編みは じめ2段 と手の さき1段 は太 さ4mmの

二 つ丸組 とな ってい る｡編 み方 は甲 も手 もきわめて こまやかであ る｡

 な お手 の内側 には,そ れぞれ太 さ5mmの タテ縄 を加え,そ れ にヨコワラをかが

り,太 さlcmの ま るい縁をつ くりあげている｡

 例11 [品 名]背 中当て [標本番号]H20192 [収蔵 原簿番号]10061 (3収 一1F

-12-5) 重要 有形民俗文化財

 例11と 同 じように,1955年2月3日 国指定の重要有形民俗文化財 の うちの0点 で,
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